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秋山中学校の校舎が老朽化のため

改築されることになりました。 ま
す
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道
路
駅
前
広
場
、
駐
車
場
整
備
な
ど

ま
ち
の
基
盤
づ
く
り
に
力
を
入
れ
ま
す

三
年
度
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
予
算
総
額
は
《
’
三

九
億
九
三
万
一
千
円
《
そ
の
う
ち
一
般
会
計
は
、
九
二
億
五
《

○
○
○
万
円
へ
特
別
会
計
三
六
億
一
、
七
八
○
万
円
《
企
業

会
計
一
○
億
三
、
三
一
三
万
一
千
円
で
す
。
予
算
の
中
で
特

に
重
点
を
置
い
た
こ
と
は

◎
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
施
設
の
充
実

◎
生
活
に
密
着
し
た
生
活
道
路
の
整
備

◎
今
年
が
最
終
年
度
に
当
た
る
駅
前
広
場
整
備
事
業ー

◎
駐
車
場
の
整
備

◎
勤
労
者
体
育
施
設
の
整
備

◎
下
水
道
の
整
備
な
ど

ま
ち
の
基
盤
づ
く
り
に
力
を
入
れ
た
予
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
《
今
月
号
で
は
、
ニ
ー
セ
ペ
ｌ
ジ
で
施
政
方
針
や
予

算
、
主
な
事
業
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
内
容
が
「
お
も

し
ろ
く
な
い
」
と
思
わ
れ
る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
が
大
切
な

こ
と
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲森林公園で遊ぶ親子連れ。市では，生活にうるおいを与

えてくれる駅前広場や勤労者体育施設，松岡児童公園な

どを整備していきます。

会計別の予算額

伸び率
（％） ：

構成比
（％）

66．6

計l : 別 予騨：算額

92億5,000万円

《
云

般
今
云 計 11.9

特国民f

型老人
云

計V鋤『

国民健

町

康保険事業

老人保健事業

15億1,460万円 △8．410.9

ー

17E3,520万円 12.5 1.7

西 側

土地区画整理事業
3億6,800万円 2.6 8.2

ｌ
似
Ｌ
ｌ
ｒ
ｒ

企
業
会
計

水

工

道 事業 8億8.310万3千円 6.3

1．1

1.7

業用水道事業 1E5,002万8千円 △15.4

合 計 139億 93万1千円 100.0 6.8

ロ
市
民
一
人
当
た
り
に
匡

国
使
わ
れ
る
お
金
ｐ

特別土地軽自動車税市たばこ税都市計画税

保有税

虻 呼P蝿一一

『 ；
』固定資産税 市民税吋

や
惣
、

Ⅱ毎詞

く
、

市
民
弓
人
当
た
り
が

負
担
す
る
税
額

総務費 合
計
鞭

ｑ
や
Ｈ
咄
ｈ

十
一
万
一

I

蝋蝋■鐵
■

灘
｜弾＝; " "

蕊371円； 720円i 4,876円』 6,974円 43,175円 ■報29円§蒜､‘ ’

鍵 へ
○
四
五
円44,388円

(※なお，人口は3月1日現在の35,320人で計算しました｡）

②



市
長
に
就
任
し
て
二
年
目
を
迎
え
、

市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
自
然
に

恵
ま
れ
た
高
萩
市
の
将
来
像
で
あ
る

「
海
と
緑
を
生
か
し
た
産
業
文
化
都

市
」
の
創
造
の
た
め
、
都
市
基
盤
づ

く
り
と
市
民
の
生
活
の
安
定
、
福
祉

の
向
上
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
飛
躍

の
年
と
な
る
よ
う
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

我
が
国
の
社
会
経
済
環
境
は
、
世

界
的
不
安
定
な
情
勢
の
中
で
高
齢
化

や
国
際
化
、
高
度
技
術
情
報
化
が
急

速
に
進
展
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
物

の
豊
か
さ
よ
り
心
の
豊
か
さ
が
要
求

さ
れ
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ニ
ー
ズ

は
、
ま
す
ま
す
複
雑
多
様
化
し
て
い

ま
す
。
そ
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら

え
な
が
ら
施
策
の
展
開
を
図
る
こ
と

が
私
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

ユ
ｑ
ノ
ー
○ 〔

平
成
一
一
一
年
度
施
政
狗
針
〕

平
成
三
年
度
施
政
方
針

自
然
と
の
調
和
の
と
れ
た
ま
員
つ
く
り
を

蕊まず
、
建
設
大
臣
の
認
定
を
受
け

た
高
度
海
岸
コ
ー
ス
タ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ゾ
ー
ン
（
Ｃ
，
Ｃ
・
Ｚ
・
Ｉ
海
辺

の
ふ
れ
あ
い
）
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
海
岸
工
事
が
順
調
に
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

新
た
に
、
県
の
事
業
と
し
て
マ
リ

ー
ナ
建
設
事
業
が
採
択
さ
れ
、
そ
の

受
け
皿
と
し
て
の
第
三
セ
ク
タ
ー
（
行

政
と
民
間
企
業
が
共
同
出
資
を
し
て

事
業
体
を
つ
く
り
、
公
共
性
の
高
い

開
発
事
業
を
行
う
方
式
）
、
仮
称
「
高

本
市
の
広
大
な
山
間
地
域
の
豊
か

な
森
林
資
源
の
活
用
が
課
題
で
す
が
、

水
源
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
自

然
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
地
域
振

興
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

常
磐
自
動
車
道
の
供
用
開
始
に
よ

っ
て
高
萩
市
の
評
価
も
高
ま
っ
て
お

り
、
道
路
網
の
整
備
や
小
山
ダ
ム
の

建
設
と
い
う
基
礎
的
整
備
が
必
要
で

幸
い
、
今
年
は
高
萩
市
新
総
合
計

画
第
二
次
基
本
計
画
の
初
年
度
に
当

た
る
年
で
す
の
で
、
こ
の
計
画
を
行
．

f
ー

萩
マ
リ
ー
ナ
株
式
会
社
」
の
設
立
を

し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
県
北
地
域
を
対
象
と
す
る

リ
ゾ
ー
ト
法
の
重
点
整
備
地
域
の
指

定
に
つ
い
て
も
、
現
在
、
国
と
の
調

整
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
年
中
に

は
方
向
づ
け
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
期
待
し
な

が
ら
、
民
間
資
本
の
導
入
、
公
的
施

設
の
整
備
を
図
り
な
が
ら
、
リ
ゾ
ー

ト
都
市
と
し
て
の
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

す
。
特
に
、
山
間
地
域
の
広
域
的
道
路はなわ

の
県
道
高
萩
・
大
子
線
、
高
萩
・
塙

線
や
広
域
農
道
の
整
備
、
促
進
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。
当
面
、
ふ
る
さ
と

自
然
公
園
の
整
備
や
小
山
ダ
ム
の
開

発
と
、
そ
の
周
辺
の
湖
面
の
利
用
を

含
め
て
整
備
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
（
四
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

財
政
運
営
の
指
針
と
し
て
、
一
二
世

紀
を
め
ざ
し
た
施
策
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

●●●●●●●・●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●．●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●今●●●●

そ
会
費
４

予算の構成十議
商工

消防費
『-その他6億9,521万1千円(75%）

ｰ

典 , …

' 、 ･ ､ ・.f 贈 弓、 』品､ : 』坪診ざ品 L

その他議会費§商工費消防費衛生費
今
ロ 農 林

水産業費

公債費瀞民生費参M教育費 土木費一

一

一
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円
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③
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1

1 璽
蕊
篭

で
》
将
来
に
向
．

算
》
の
調
和
、
班

予
一
な
が
ら
「
新

批
》
提
案
す
る
交
一

の
三
情
報
化
社
《

方
識
灘
鵬
蝋

政施度
轟
が
提
案
し
た
一

年
》
現
化
の
た
め

〔
○
帝
ば
れ
、
現
在
、

成
錦
れ
て
い
る
と
一

平
一
新
都
市
計
画

！
！
』
て
い
ま
す
。
」

！
情
報
化
社
会

将
来
に
向
か

蕊
聡

の
中
で
、
関
東
通
産
局

が
提
案
し
た
電
脳
リ
ゾ
ー
ト
構
想
の
実

現
化
の
た
め
、
高
萩
市
が
候
補
地
に
選

ば
れ
、
現
在
、
構
想
づ
く
り
が
検
討
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
を
丘
陵

新
都
市
計
画
と
整
合
さ
せ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
高
萩
市
を

と
り
ま
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
歴
史
や
文
化
に
根

ざ
し
た
、
う
る
お
い
と
ゆ
と
り
が
感
じ

ら
れ
る
都
市
づ
く
り
に
努
め
、
県
北
地

区
の
中
核
都
市
と
す
る
よ
う
最
善
の
努

力
を
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
成
三
年

度
か
ら
平
成
七
年
度
ま
で
の
第
二
次
基

本
計
画
を
市
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を

い
た
だ
き
な
が
ら
策
定
し
ま
し
た
。
こ

の
計
画
を
行
政
の
指
針
と
し
て

○
土
地
利
用
と
水
資
源
の
計
画

○
都
市
発
展
の
基
礎
づ
く
り

っ
て
は
、
自
然
資
源
と

の
調
和
、
既
存
施
設
と
の
整
合
を
図
り

な
が
ら
「
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

提
案
す
る
交
流
ス
テ
ー
ジ
」
を
基
本
テ

人
口
五
万
人
を
め
ざ
す
に
は
、
産
業
の
受
け
皿
づ
く
り
と
市
街
地
の
拡
大

よ
ノ
ｊ
上
／
』
よ ○

活
力
あ
る
市
民
生
活
を
つ
く
り
だ
す

産
業
づ
く
り

○
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
行
・
財
政
の

計
画

を
推
進
し
な
が
ら
人
口
五
万
人
を
め
ざ

し
た
都
市
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

高
萩
市
を
取
り
巻
く
経
済
状
況
は
好

況
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
高
金
利
や
株

価
の
低
迷
、
湾
岸
情
勢
と
い
う
不
確
定

要
素
が
あ
り
、
今
後
も
十
分
注
視
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
平
成
三
年
度
予
算
編

成
に
あ
た
っ
て
は
、
国
の
予
算
や
、
地

方
財
政
計
画
な
ど
に
留
意
し
つ
つ
、
財

政
の
健
全
な
運
営
を
基
本
に
重
点
的
か

つ
効
果
的
な
財
源
の
配
分
を
し
ま
し

た
。 －

マ
に
高
萩
丘
陵
新
都
市
整
備
の
検
討

を
、
茨
城
県
、
高
萩
市
、
地
域
振
興
整

備
公
団
に
よ
っ
て
行
っ
て
お
り
、
そ
の

実
現
に
大
き
な
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

○
健
康
で
や
す
や
か
な
地
域
社
会
づ
く
り

○
人
間
優
先
の
生
活
環
境
づ
く
り

○
心
豊
か
な
人
づ
く
り

上
ノ
Ｉ
上
ノ
ノ
上
／
ｒ
上
ノ

ー

尺

。●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●・●●●・●●●●●●●●●●●●●●●●●●●．●ぐ

土地利用と水資源の計画等
○高萩丘陵新都市整備事業調査…

500万円

建設省の地方都市整備事業として，

地域振興整備公団と茨城県，高萩市

が共同で山間丘陵地の恵まれた自然

環境を備えた住まいづくりを中心に

整備をしていくための調査が進めら

れています。

○電脳リゾート基本計画策定事業…

500万円

通産省関東通産局が提案した電脳

リゾート構想の実現化のため，高萩

地区を対象として，企業の知的創造

部門を担当するビジネスマンたちが，

自然環境に恵まれた地域で，心身を

リフレッシュしながら仕事をする，

大規模リゾートオフィス整備プラン

の策定を進めます。

高萩市水道事業(企業会計）

第1次拡張事業として整備が進め

られていた関口の新設浄水場の一部

が， 5月初旬から一般家庭などへの

給水をはじめる予定です。給水地区

でありながら給水のできなかった上

手綱の関口や千代田，望海や十分な

給水ができなかった赤浜地区など，

これにより，給水区域の全体が給水

可能になります。

函年度)… 2,420万5千円

市内の土地利用を図るため，現在

の地図が実態とあわなくなっている

ので作り変えます。都市計画区域内

は, 18m(2,500分の1),区域外は4

面(10,000分の1)作成します。これ

により， より正確な高萩市全域の平

面図ができます。

日立･高萩･十王広域下水道組合負担金

一… 1億6,389万6千円

現在，市内各地で行われている公

共下水道事業のため，土木費の中か

らその事業費として負担しています。

町西側土地区画轄理事業特別会計繰出

金… 1億3,110万5千円

本町地内で行われている町西側土

地区画整理事業を実施するため，土

木費の中からその事業費として負担

しています。

識議 " 関] : ：

工業用水道事業

市内の7事業所に年間732万立方

メートル給水しており，現在，施設

能力の1日2万立方メートル全量が

契約済みです。

○集会所建設事業(石滝)…

2,604万3千円

市民課や税務課サービス業務のオンラ

インシステム借上料など…

5,909万3千円

市議会議員・県知事・農業委員会委員

選挙費… 2,239万3千円

市勢要覧作成事業… 412万円

ビデオ編集・コンクール事業…

143万2千円

整
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